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館林市「日本遺産」推進協議会

実りの沼　多々良沼

祈りの沼　茂林寺沼

里沼のもてなし文化

守りの沼　城沼

里沼(SATO-NUMA)　ストーリー詳細

里沼(SATO-NUMA) ―「祈り」「実り」「守り」の沼が磨き上げた館林の沼辺文化―

【里沼】　沼は、古代・万葉の頃には「隠沼(こも
りぬ)」と詠われ、水辺の草木に囲まれてひっそ
りとした佇まいを持ち、人を寄せつけない神聖な
場であった。いつしか、人々が沼に近づき集う中で、
暮らしと結びつき、沼と共生した生業や文化が生
まれ、沼は「里沼」となった。里沼は、自然と暮
らしが調和した生活文化を今に伝える、我が国の
貴重な財産である。新田開発や近代化の波にもま
れ、各地から沼が消え去りつつある今、館林では、
時を重ねながら、それぞれの特性を磨いてきた、
希少な里沼を見ることができる。

　文化庁は平成27年～令和２年までの６
年間で、国内104件を日本遺産に認定して
います。地域に点在する個々の遺産をス
トーリーとしてつなぐことで、面的活用・
魅力発信することを目的としています。
　館林市の「里沼」は、令和元年度に70
番目のストーリーとして認定されました。

日本遺産「里沼」は、令和元年度認定
時には構成文化財数38項目でしたが、
令和３年度に新たに４項目を追加され、
全42項目になっています。

【ストーリー概要】
関東の山々が一望できる館林では、今も多くの沼と出会うことができる。館林の沼は
人里近くにあり、「里山」と同様に人々の暮らしと深く結び付き、人が沼辺を活かすこ
とで良好な環境が保たれ、文化が育まれてきた「里沼(SATO-NUMA)」であった。館
林の里沼は、沼ごとに特性が異なる。その歴史を紐解くと、里沼の原風景と信仰が共
存する茂林寺沼は「祈りの沼」、沼の恵みが暮らしを支えた多々良沼は「実りの沼」、
館林城とつつじの名勝地を守ってきた城沼は「守りの沼」と言い換えることができる。
館林の里沼を辿れば、それぞれの沼によって磨き上げられた館林の沼辺文化を味わい、
体感することができる。

【１】 「祈りの沼」　～里沼の原風景を残す茂林寺沼～
❖かつて、河川や沼の水辺には湿地や湿原が広がり、その周り

には平地林が見られた。沼や湿原には、鯉や鮒、トンボなど
の水生動物や昆虫、菱や藻などの水草や湿原の植物が生息し、
沼辺の平地林は狸や蛇、野鳥などの棲みかとなっていた。こ
のような水をとりまく自然環境は、平野の都市部では開発に
よってほとんど見られなくなっている。しかし、周辺が宅地
化された今も、茂林寺沼にはその原風景が残されている。沼
辺にはコウホネ、カキツバタ、ノウルシなど希少種の植物が
自生し、関東地方でも数少ない貴重な低地湿原となっている。

❖茂林寺沼には、なぜ今も原風景が残っているのか？そこには、
600年前に開山した古刹・茂林寺の存在がある。沼の畔に曹
洞宗の信仰の拠点「祈りの場」が生まれることにより、人々
の自然を畏怖する気持ちが高まり、「祈りの沼」としての静謐
さが受け継がれてきた。いつしか人々は、その沼を茂林寺沼
と呼ぶようになった。そして、寺に伝わる貉(狸)の古譚「ぶ
んぶく茶釜」のなかで、和尚が貉の化身であったり、狸が茶
釜に化けるなど、人と動物とのかかわりが今もユーモラスに
語り継がれている。

❖茅葺き屋根の本堂や山門をもつ茂林寺は、その葺き替えに沼
茅(葦)を利用してきた。人々は繁茂する葦を刈ることで沼の
生態系を維持し、茂林寺沼は「里沼」として人
との共生が保たれてきた。今も人々の祈りの姿
が途絶えることのない寺と、希少な動植物の棲
みかの沼との共存が図られている。

【２】 「実りの沼」　～“麦都”館林を支えた多々良沼～
❖多々良沼とその沼辺に細長く連なる松林。そこには「たた

ら」の地名の由来となった古い時代の製鉄の痕跡と、500
年前の開拓者大谷休泊による植林と用水堀開削の歴史が刻
まれている。多々良沼は、人々の暮らしを支える生業の場
としての「里沼」へと拓かれてきた。

❖沼からの用水によって潤された田畑は、米と麦との二毛作
が可能となり、江戸時代には館林藩から将軍家へ小麦粉が
献上されたように、館林は麦の産地となった。明治期にな
ると麦を生かした近代製粉業や醸造業が興り、“麦都”と
なった館林では、麦を原料とした麦落雁やうどん、醤油が
名産品となった。「里沼」による水と大地の恵みは、多々
良沼を「実りの沼」へと進化させ、現代の館林の食品産業
の興隆へと結実している。

❖「実りの沼」は漁労の場としても人々の暮らしを支え、鯰の
天ぷらや鯉の洗い、鮒の甘露煮など沼の幸を活かした個性あ
る食文化をもたらした。長年培われてきた様々
な味わいは、里人たちの貴重なたんぱく源となり、
もてなしや晴れの日の料理として今も暮らしに
根付いている。

【３】 「守りの沼」 ～城と躑躅ヶ崎を守ってきた城沼～
❖550年前、周囲５㎞の東西に細長い城沼を天然の要害として

館林城が築かれた。城沼は館林城の建つ台地を取り囲む外堀
の役目をし、武将たちにとって「守りの沼」となった。沼によっ
て守られた堅固な城は、近世になると江戸を守護する要衝と
して、徳川四天王の榊原康政や、五代将軍となる徳川綱吉の
城となり、守りを固めるための城下町を広げ、その周囲に水
を引き入れ、堀と土塁で囲った。

❖「守りの沼」には、二つの伝説が生まれた。一つは龍神伝説
である。沼に人を寄せつけないため、城沼は沼の主・龍神の
棲む場となり、城下町にはその伝説を伝える井戸が残る。も
う一つはつつじ伝説である。今から400年程前、「お辻」とい
う名の女人が龍神に見初められ、城沼に入水した。それを悲
しんだ里人は沼が見える高台につつじを植え、その地を「躑
躅ヶ崎」と呼んだ。歴代の館林城主はそこにつつじを植え続
け、花が咲き誇るようになった高台を築山に、城沼を池に見
立てた雄大な回遊式の大名庭園を造り上げた。城主によって
守られてきた躑躅ヶ崎は「花山」とも呼ばれ、花の季節には
里人たちにも開放された。

❖明治維新後の近代化は、「守りの沼」を大きく変貌させた。
江戸時代に禁漁区となって人を寄せつけなかっ
た城沼は、里人たちに開放されて漁労や墾田、
渡船などが営まれ、「里沼」としての歴史を歩み
始めた。

【４】 「もてなしの心」へと磨き上げられた館林の沼辺文化
❖近代化による「守りの沼」の変貌は、城沼と景観を一つにし

ていた「躑躅ヶ崎」も大きく変えた。それまで城主によって
守られていた「躑躅ヶ崎」は、町人や村人たちの努力によって、
公園「つつじが岡」として行楽地に生まれ変わり、400年前
に植えられたつつじは貴重な古木群となり、名勝として甦った。
多くの人々が訪れるようになった沼辺には、行楽客を迎え入
れるための文化が集約され、「もてなしの心」が芽生えた。

❖近代化によって城下町で成長した製粉・醤油醸造・織物など
の会社は、内外の客を迎えるもてなしの場として「つつじが
岡」を利用した。東武鉄道の開通と館林出身の文豪田山花袋
が記した旅の案内書は、沼辺にある「つつじが岡」と茂林寺
へと多くの人々を誘った。さらに「実りの沼」がもたらした
名産品の麦落雁やうどんは、手軽な館林土産として広く知ら
れるようになり、里沼の特性を活かした「もてなしの心」が
根付いた。

❖館林の沼辺に佇むと、赤城山や日光連山、遠くは筑波山・富士
山を眺望できる。「祈りの沼」「実りの沼」「守りの沼」、それぞ
れ特性を持って、多彩な文化を生み出してきた館
林の「里沼(SATO-NUMA)」。その特性は明治の
近代化以降、「もてなしの心」へと磨き上げられ、
館林の沼辺文化として今も受け継がれている。

【凡例】
◆	：祈りの沼(茂林寺沼)関連
◆	：実りの沼(多々良沼)関連
◆	：守りの沼(城沼)関連
◆	：里沼のもてなし文化関連
AR	：AR里沼設置箇所

◆ 1 茂
も

林
りん

寺
じ

沼
ぬま

及び低地湿原
群馬県指定天然記念物

館林市の南部にある周囲
約１㎞の沼とその周囲に
広がる低地湿原。なかで
も低地湿原は関東平野に
残る数少ないもので、今
も自然環境を良好に残
す。希少種のコウホネや
カキツバタなどの水生・湿原植物、トンボなど湿原の
貴重な動物が生息し、古

こ

刹
さ つ

・茂林寺とともに「祈りの沼」
の景観を醸

か も

し出している。

◆◆ 30 創業期日
にっ

清
しん

製
せい

粉
ふん

館林工場事務所
　　　 [ 製粉ミュージアム本館 ]
未指定 (建造物 )

明治 43 年 (1910) に日
清製粉株式会社館林工
場の事務所として建て
られた木造２階建ての
洋風建造物。「実りの沼」
によって育まれた館林
特産の小麦を原料とし
て、日本近代製粉業発展の歴史を伝える。創業 110 周
年を記念して製粉ミュージアム本館として公開された。

◆◆ AR 31 旧上
じょう

毛
もう

モスリン事務所
群馬県指定重要文化財 (建造物 )

明治 42 年 (1909) に、城沼を
望む館林城二の丸跡に建設さ
れた毛織物工場の事務所で、
木造２階建ての洋風建造物。
近代館林の産業発展を支え、
城沼の守りを生かした工場群
となっていた。花の季節には、従業員の慰安でつつじ
が岡へと繰り出した。

◆◆ 32 分
ぶん

福
ぶく

酒造店舗 [ 毛塚記念館 ]
国登録有形文化財 (建造物 )

江戸時代から、城下町で酒
造業を営んでいた木造２階
建ての商家。建物の脇に「龍
水の井戸」と呼ばれる井戸が
あり、かつて「龍水」という
銘柄の清酒を醸造・販売して
いた。里沼の水源となる良質な地下水により、城下町
に酒造業が発達した。

◆◆ AR 13 城
じょう

沼
ぬ ま

未指定 (名勝地 )

館林市中央部にある、周囲
約５㎞の東西に細長い沼。
西岸に館林城が築かれ、江
戸時代は人を寄せつけない

「守りの沼」となっていた。南岸に名勝「躑躅ヶ岡」が
あり、北岸には「つつじ伝説」を伝える善長寺がある。
春はつつじ、夏は花ハス遊覧を楽しむことができ、沼
辺を周遊する「文学の小

こ

径
み ち

」や「朝陽の小
こ

径
み ち

」では、
四季折々の景観を見ることができる。

◆ 33 旧館林信用金庫 [ 市役所市民センター分室 ]
未指定 (建造物 )

大正末期に発足した館林信用
金庫の近代建物。昭和９年
(1934)建築で、鉄筋コンクリー
ト造２階建て、タイル貼りの
外壁や入口の装飾が特徴。大
正から昭和初期にかけて町の
経済発展を担い、沼辺のもてなし文化の原動力となった。

◆ AR 34 旧館林二
に

業
ぎょう

見
けん

番
ばん

組合事務所
国登録有形文化財 (建造物 )

昭 和 13 年 (1938) 建 築 の、
芸妓置屋と料理店業を兼ね
た「二業見番組合」の事務所。
木造２階建ての重厚な瓦屋根
が特徴で、２階に芸妓の稽古
用の舞台と広間があり、昭和
前期の館林の花街の中核となった。花の季節にはつつ
じが岡で館林の芸妓たちが行楽客を迎え入れ、沼辺の
もてなし文化に華を添えた。

◆◆ 14 上
じょうもう

毛館
たてばやしじょう

林城沼
ぬま

所
しょ

産
さん

水
すい

草
そう

図
ず

館林市指定重要文化財 (絵画 )

江戸時代末 (1845 年 ) に描かれた巻物で、当時の城沼
に生息していた水草などを描いた彩色図譜。オニバス、
ジュンサイなど 12 種類の花や藻などが見られ、今は
消滅した城沼の動植物を知ることができる。

◆◆ 15 館林城
じょうせき

跡 ( 三の丸土
ど

橋
ばし

門
もん

・城沼墾
こん

田
でん

碑
ひ

)
館林市指定史跡 (城跡 )

館林城は城沼を要害とした
城で、沼に突き出た台地の
地形を巧みに利用して造ら
れた。三の丸には江戸時代
の土塁が残り、復元された
土橋門と一体となって城跡の面影を伝
える。また、明治維新後の旧藩主によ
る城沼開拓に関わる記念碑がある。

◆◆AR 35 田
た

山
やま

花
か

袋
たい

旧居
館林市指定史跡

江戸時代後期に建てられ
た茅葺き屋根の武家屋敷
で、館林出身の文豪田山
花袋が、明治初期の少年
期に過ごした。花袋は城沼や城跡の風景をこよなく愛
し、小説「ふるさと」にはこの家や城沼の景観が克明
に描かれている。

◆ 16 尾
お

曳
びき

稲
いな

荷
り

神社
未指定 (建造物 )

城沼を望む台地上にあり、館
林城築城の白狐縄張り伝説に
由来する神社。城の鬼門 ( 北
東 ) となる稲荷郭に位置し、館林城の鎮守となった。
境内には館林城改修で奉納された手水鉢や、城沼の景
観を詠んだ館林出身の文豪田山花袋の歌碑がある。

◆ 17 館林城絵馬
館林市指定重要文化財 (絵画 )

幕末の館林の浮世絵師北
き た

尾
お

重
しげ みつ

光が、館林城と城沼を描い
た極彩色の絵馬。明治６年
(1873) に尾曳稲荷神社に奉納された。城沼が鮮やか
な青色で塗られ、城の建物が沼に浮かぶように描かれ、

「守りの沼」を鳥瞰することができる。

◆◆ 37 館林のうどん
未指定 (民俗 )

江戸時代に「饂
う

飩
ど ん

粉
こ

」( 小麦粉 ) は
館林藩の特産として将軍家へ献上
されていた。「里沼」と利根川・渡
良瀬川がもたらす豊富な水資源が
小麦栽培に適した肥沃な大地を生
み、長い日照時間と赤城おろしと
呼ばれるからっ風による乾燥した
気候からうどんの産地となった。
“麦

ば く

都
と

” 館林のもてなし文化に欠か
せない名産品である。

◆◆ 18 躑
つつ

躅
じ

ヶ
が

岡
おか

( 躑躅 )[ つつじが岡公園 ]
国指定名勝

城沼南岸にあるつつじの名勝
地。城沼に入水した女人「お辻」
を偲

し の

んでつつじが植えられた
伝説があり、歴代の館林城主
の保護のもとで、回遊式の大
名庭園となった。樹齢 800
年を超えるヤマツツジやキリシマツツジの古木群など
約１万株のつつじが植えられ、城沼と一体となった景
観は、「花山」と呼ばれ親しまれている。

◆◆ 38 麦
むぎ

落
らく

雁
がん

未指定 (民俗 )

大麦粉を利用して作られた
麦落雁は、館林を代表する
銘菓で、文政年間 (1818 ～
30) に完成して以来、館林
城主献上の栄を賜ったという。城下町に根付いた茶道
菓子から発展し、明治時代には「つつじが岡」の園内
で館林名産として販売され、沼辺のもてなし文化を彩
るものとなった。

◆ AR 19 善
ぜん

導
どう

寺
じ

( 榊
さかきばら

原康
やす

政
まさ

の墓 )
群馬県指定史跡

城沼北東岸にある、近世初代城主
榊原康政の菩提寺。榊原康政は、
沼に面した館林城をより堅固な城
にするため、台地上に城下町を整
備し、周囲の低湿地を開発して治
水・利水事業を進め、守りを一層
固めた。境内には康政をはじめと
する榊原家の墓所があり、城と城沼の歴史を物語る。

◆AR 20 善
ぜん

長
ちょう

寺
じ

(祥
しょう

室
しつ いん でん

院殿の墓、お辻
つじ

・松
まつじょ

女の墓)
館林市指定史跡

城沼北岸にある寺院で、沼
の対岸に名勝「躑躅ヶ岡」
がある。境内にはつつじを
愛でたという榊原忠次の母

「祥室院殿の墓」や、「つつじ
伝説」を伝える「お辻・松女」
の供養墓がある。つつじの
季節には、対岸のつつじが
岡を結ぶ渡船が運航される。

◆ AR 21 竜
たつ

の井
い

・青
せいりゅう

龍の井
い

戸
ど

未指定 (遺跡 )

城下町に残る城沼に関わる井
戸。竜の井は城下町にあった
時の善導寺の境内にあり、女
人の姿をした城沼に棲

す

む龍神
の妻が、寺の説話を聞いて井
戸に姿を消した伝説が残る。
竜の井と城沼の間にはもう一
つの青龍の井戸があり、徳川
綱吉が館林城主の時に、この井戸から女官姿の清瀧
権現が姿を現したといわれる。井戸の水は霊水とし
て珍重されてきた。

◆◆ 22 旧館林藩士住宅
館林市指定重要文化財 (建造物 )

館林城に仕えた藩士の武家
屋敷。茅葺き屋根の建物で、
館林藩士の暮らしの様子を
伝える。屋根の茅は、沼

ぬ ま が や

茅 ( 葦 ) が主に利用されて
きた。明治維新後、士族授産による城沼の開発に多
くの館林藩士たちがかかわった。

◆ 23 古
こ

蹟
せき

洗
あらい

堰
ぜき

未指定 (遺跡 )

城沼の水を排水し、水位を調節する
ための堰。「洗堰」の由来は、中世の
武将楠木正成が敗死し、その首を持っ
て逃げてきた家臣たちがこの堰で首
を洗ったという伝説による。堰の脇
に石碑と楠木神社が建つ。現在、城
沼の水はこの堰から鶴生田川・谷田
川を経由して渡良瀬川に流れ込む。

◆ 24 竹
ちく

生
ぶ

島
しま

神社
未指定 (建造物 )

江戸時代は城沼の入り江と
なっていた場所で、弁天が
祀られて「浮島弁天」と呼
ばれ、明治期に城下町の近江商人によって琵琶湖の竹
生島神社を勧請した。境内に昭和初期に行われた城沼
耕地整理記念碑があり、低湿地開拓の歴史を物語る。

◆◆ 25 城沼の渡し舟
未指定 (無形民俗 )

城沼の渡し舟は、明治時代
の館林駅開業によって、駅
からつつじが岡へ向かう最
短ルートとして行楽客に利
用された。昭和初期まで竹
生島神社脇に「弁天の渡し」
があったが、現在は「尾

お

曳
び き

の渡し」と「善長寺の渡し」
から運航され、７・８月には花ハスクルーズの遊覧
船が運航される。

◆◆ 27 旧秋
あきもとべってい

元別邸
未指定 (建造物 )

館林最後の城主秋元氏ゆか
りの和風建築物で、明治末
期に城沼を望む館林城の八
幡郭に建てられた。主屋に広間があり、離れ座敷に
茶室と洋館がある。庭園には沼で投網をする秋元氏
の銅像があり、つつじや花菖蒲、モミジなどが植え
られている。四季を通じて沼辺文化を彩る、館林の
迎賓館としての役割を果たしている。

◆◆ 28 正
しょう

田
だ

醤油㈱旧店舗・主
おも

屋
や

[ 正田記念館 ]
国登録有形文化財 (建造物 )

城下町で江戸時代から商家を
営む正田家は、「実りの沼」
によって育まれた館林特産の
小麦や大豆を材料にして、明
治６年 (1873) に醤油醸造を
開始した。正田記念館は嘉永
６年 (1853) 建築の店舗・主屋で、正田家の歴史と
醤油醸造に関する資料が展示されている。

◆◆ 29 東武鉄道館林駅
未指定 (建造物 )

明 治 40 年 (1907) に 東
武鉄道が川

か わ  ま た

俣から足利ま
で開通した際に開業。駅
舎は昭和 12 年 (1937) 建築の木造 2 階建てモルタ
ル瓦葺で、正面中央に時計をはめこんだ意匠が特徴。
明治末期から城沼とつつじが岡を訪れる行楽客の玄
関口となってきた。

◆ 3 茂林寺のラカンマキ
群馬県指定天然記念物 (植物 )

茂林寺の本堂前にある樹齢約 600
年、樹高 14m の巨木。茂林寺の
開山とともに、刃先が尖っている
ため魔除けとして植えられ、「祈
りの場」となった歴史を伝える。

◆ 4 堀工町のどんど焼き
未指定 (年中行事 )

江戸時代から続く行事で、茂
林寺沼近くにある熊野神社の
神事として行われていた。現
在は地区の行事として、毎年
１月 15 日に近い日曜日に、古いお札やだるまなどを
焚

た

いて、１年間の無病息災を祈る。お焚き上げのヤグ
ラは、茂林寺沼で刈った葦やナスガラなどを積み上げ
て作られる。

◆◆ AR 2 茂林寺 ( 分
ぶん

福
ぶく

茶
ちゃ

釜
がま

)
未指定 (建造物 )

応永 33 年 (1426)、茂林寺沼の畔
に「祈りの場」として開山した寺院。
江戸時代の茅葺屋根の本堂と山門
があり、茅は茂林寺沼の葦が使用
されてきた。貉

むじな

( 狸 ) の化身であ
る守

し ゅ  か く

鶴がもたらしたという茶釜
「分福茶釜」が伝わり、明治時代の巌

い わ  や  さ ざ  な み

谷小波の童話で
全国に知られるようになった。山門前には狸像が並び、
境内には童話を伝える巌谷小波の詩碑がある。

◆ 5 多
た

々
た

良
ら

沼
ぬま

未指定 (名勝地 )

館林市の西北部にあ
る周囲約７㎞の沼で、
平安時代に行われた
蹈
た た ら

鞴製鉄から名付け
られたという。中世
の開拓者大

お お

谷
や

休
きゅう

泊
は く

により多々良沼から用水が開削さ
れ、その水で潤された台地では米麦の二毛作が盛んと
なり、肥沃な穀倉地帯を育んだ。この「実りの沼」か
らとれる鯉や鮒、鯰や鰻などは、里人の貴重なたんぱ
く源となった。

◆ 6 多々良沼遺跡(カナクソ)
未指定 (遺跡 )

多々良沼北岸にある遺跡で製鉄
生産址と伝わる。現在の日

ひ な た

向漁
港の沼辺では、冬に水位が下が
ると、「カナクソ ( 金糞 )」と呼
ばれる製鉄の時に出された鉱滓
などを見つけることができる。

◆ 11 沼の漁具と日
ひ

向
なた

舟
ぶね

未指定 (有形民俗 )

館林市内の沼では、広く網を仕
掛けて、舟に乗って集団で行う
追い込み漁のほか、ハズ漁・ヤ
ス漁などが行われ、さまざまな
漁具が生まれた。沼によって使
用する舟も形が違い、多々良沼
の舟は、冬に凍結した氷から舟
べりを保護するために一枚板を取り付けており、「日向
舟」と呼ばれている。

◆◆ 12 川
か わ

魚
ざかな

料理 ( 鯰
なまず

・鯉
こい

・鮒
ふな

・鰻
うなぎ

料理 )
未指定 (無形民俗 )

沼が点在する館林地域では、昔か
ら鯰・鯉・鮒・鰻などの川魚料理
が食されてきた。館林のもてなし
文化の特徴として、川魚料理をふ
るまうことがある。中でも鯰が有
名で、天ぷらや小麦粉をあえて揚
げたタタキアゲは、この地域の代
表する料理となっている。

◆◆ 10 封
ほう

内
ない

経
けい

界
かい

図
ず

誌
し

群馬県指定重要文化財 (歴史資料 )

安政２年 (1855) に館林城主秋元志
ゆき とも

朝
によって作成された領内 52 か村の彩
色村絵図。村ごとに土地利用が色分
けされ、江戸時代の沼の形が一目で
わかる。河川や田畑、集落の範囲も
描かれ、人々の暮らしと沼との関わ
りを知ることができる。

◆ 41 長
なが

良
ら

神社と館林城下町の総構え
未指定 (建造物・遺跡 )

「守りの沼」城沼を要害とし
た館林城下町の西北端に鎮座
し、周囲には総構えの土塁と
堀を利用した水路が残る。長
良神社は中世から館林とその
周辺に広く分布し、祭神の藤
原長良が水辺に棲む大蛇を退
治したという伝説を持つ。中
世・近世の館林地域の沼辺の
開発と城下町建設につながる

「里沼」の歴史を伝えている。

◆ 39 蛇
へび

沼
ぬま

及び間
ま

堀
ぼり

遺跡出土品
未指定 (名勝地・考古資料 )

館林市の南部にあり、「祈りの沼」
茂林寺沼の東にある周囲約１㎞
の細長い沼。蛇沼周辺には湿原
が残り「里沼」の原風景を残す
とともに、隣接する台地上には
縄文時代から続く間堀遺跡があ
る。出土品の縄文土器群は多彩
な装飾を持ち、沼辺で生きた縄
文人の暮らしと「祈り」の心を
うかがい知ることができる。

◆ 40 近
こん

藤
どう

沼
ぬま

( ホリアゲタ )
未指定 (名勝地 )

館林市の南西部にある周囲約
2.5㎞の沼で、明治時代に造
成された櫛の歯状の水田と水
路が存在した。沼底の土を掘
り上げて造ったことから「ホ
リアゲタ」（別名キロコボリ）
と呼ばれ、多々良沼同様「実
りの沼」として暮らしを支え
てきた。沼辺に建つ「吉田丑

う し

五
ご

郎
ろ う

翁之碑」がその歴史を伝え、周辺の農地に名残の
水路を見ることができる。

◆ 42 織
おり

姫
ひめ

神社と館林
　つむぎ

紬
未指定 (建造物・民俗 )

館林地域は江戸時代から綿花栽
培が盛んで、農家の副業として
機
は た

織
お

りが行われ、城下町には多
くの綿屋商人がいた。明治時代
以降、城下町に織物組合が結
成されて町内に織姫神社を祀

ま つ

る
とともに、「里沼」のもてなし
文化を支えた様々な織物が生ま
れ、なかでも「館林紬」は今も
続く伝統工芸品となった。

◆ AR 7 内
ない

陸
りく

古
こ

砂
さ

丘
きゅう

未指定 (地質鉱物 )

利根川が形成した自然堤防の
砂層で、館林市南西部から
多々良沼東岸まで続く。砂鉄
を豊富に含み、多々良沼の伝
説につながる製鉄時の砂鉄や薪

ま き

などの資源供給地点と
なった。古砂丘斜面の松沼町遺跡からは古代の炭焼窯
跡が発見された。

◆ 8 大
お お

谷
や

休
きゅう

泊
は く

の墓
群馬県指定史跡 (遺跡 )

中世の開拓者大谷休泊の墓。
戦国時代の館林城主長尾顕長
の招きに応じて領内に住み、
渡良瀬川からの用水 ( 上休泊堀 ) と多々良沼からの用水
( 下休泊堀 ) を引いて、周辺の田畑を潤した。多々良沼
周辺の松林は大谷休泊の植林事業によるものである。

◆ AR 9 上
かみ

三
み

林
ばやし

のささら
館林市指定無形民俗文化財 (民俗芸能 )

館林市南西部の上三林町に伝
わる民俗芸能。多々良沼から
の用水によって、二毛作が盛
んとなった地域で、江戸時代中期から五穀豊穣と厄

や く

病
びょう

神
が み

追
お い

払
はらい

の祭事として行われてきた。町内の雷電神
社の祭礼に合わせて棒術と獅子舞を奉納しながら、地
区内を巡行する。

◆◆ AR 26 小
こ

室
むろ

翠
すい

雲
うん

画「邑
おう

楽
ら

公園躑躅ヶ岡之図」
未指定 (絵画 )

館林出身の画家小室翠
雲が、明治 28 年 (1895)
に描いた彩色画。「邑楽
公園躑躅ヶ岡之図」と
題し、城沼とつつじが
岡に集う人々が描かれ、
明治時代の沼辺景観を見ることができる。

◆◆ 36 田山花袋関連資料 [ 田山花袋記念文学館 ]
未指定 (歴史資料 )

城沼を間近に望む田山花袋記念文
学館には、代表作『蒲団』『田舎
教師』などの初版本のほか、原稿、
書簡、日記、愛用品など、田山花
袋に関する資料約１万点が所蔵さ
れている。展示室には、小説「ふ
るさと」の自筆原稿と城沼の古写
真があり、沼辺を愛した花袋文学
の世界へといざなう。■関越自動車道

（高崎JCTにて北関東自動車道へ）
約30分

太田桐生IC 館林市街

■北関東自動車道
約30分

佐野田沼IC 館林市街

Access to Tatebayashi

観光拠点整備事業
（地域文化財総合活用推進事業）

https://tbgourmet.jp/をチェック！
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「たてばやしMinori

 グルメサイト」
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№ 名称

沼
ぬま

の漁
ぎょ

具
ぐ

と日
ひ

向
なた

舟
ぶね

川
かわ

魚
ざかな

料
りょう

理
り

(鯰
なまず

・鯉
こい

・鮒
ふな

・鰻
うなぎ

料
りょう

理
り

)

城
じょう

沼
ぬま

上
じょう

毛
もう

館
たて

林
ばやし

城
じょう

沼
ぬま

所
しょ

産
さん

水
すい

草
そう

図
ず

館
たて

林
ばやし

城
じょう

跡
せき

(三
さん

の丸
まる

土
ど

橋
ばし

門
もん

・城
じょう

沼
ぬま

墾
こん

田
でん

碑
ひ

)

尾
お

曳
びき

稲
いな

荷
り

神
じん

社
じゃ

館
たて

林
ばやし

城
じょう

絵
え

馬
ま

躑
つつ

躅
じ
ケ
が
岡
おか

(躑
つつ

躅
じ

)[つつじが岡
おか

公
こう

園
えん

]

善
ぜん

導
どう

寺
じ

(榊
さかき

原
ばら

康
やす

政
まさ

の墓
はか

)

善
ぜん

長
ちょう

寺
じ

(祥
しょう

室
しつ

院
いん

殿
でん

の墓
はか

、お辻
つじ

・松
まつ

女
じょ

の墓
はか

)

№ 名称

竜
たつ

の井
い
・青

せい
龍
りゅう

の井
い

戸
ど

旧
きゅう

館
たて

林
ばやし

藩
はん

士
し

住
じゅう

宅
たく

古
こ

蹟
せき

洗
あらい

堰
ぜき
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ちく

生
ぶ

島
しま

神
じん

社
じゃ

城
じょう

沼
ぬま

の渡
わた

し舟
ぶね

小
こ

室
むろ

翠
すい

雲
うん

画
が
「邑

おう
楽
ら

公
こう

園
えん

躑
つつ

躅
じ
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が
岡
おか

之
の

図
ず

」

旧
きゅう

秋
あき

元
もと

別
べっ

邸
てい

正
しょう

田
だ

醤
しょう

油
ゆ

㈱旧
きゅう

店
てん

舗
ぽ
・主

おも
屋
や

[正
しょう

田
だ

記
き

念
ねん

館
かん

]

東
とう

武
ぶ

鉄
てつ

道
どう

館
たて

林
ばやし

駅
えき

創
そう

業
ぎょう

期
き

日
にっ

清
しん

製
せい

粉
ふん

館
たて

林
ばやし

工
こう

場
じょう

事
じ

務
む

所
しょ

 [製
せい

粉
ふん

ミュージアム本
ほん

館
かん

]

№ 名称

旧
きゅう

上
じょう

毛
もう

モスリン事
じ

務
む

所
しょ

分
ぶん

福
ぶく

酒
しゅ

造
ぞう

店
てん

舗
ぽ

[毛
け

塚
づか

記
き

念
ねん

館
かん

]

旧
きゅう

館
たて

林
ばやし

信
しん

用
よう

金
きん

庫
こ

[市
し

役
やく

所
しょ

市
し

民
みん

センター分
ぶん

室
しつ

]

旧
きゅう

館
たて

林
ばやし

二
に

業
ぎょう

見
けん

番
ばん

組
くみ

合
あい

事
じ

務
む

所
しょ

田
た

山
やま

花
か

袋
たい

旧
きゅう
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日本遺産「里沼」は、ストーリーをより深く理解していただくために、
構成文化財の見学だけでなく、食文化や企業ミュージアムなどを組み合
わせた、楽しいモデルコースを提案しています！
※お出かけの際には、電話やインターネット等で事前に開館・営業状況をご確認ください。

里沼の水系が育んだ食品産業の企業ミュージアムを見学することで、「実
りの沼」のストーリーを体験することができます。

モデルコースＡ 「里沼が育んだ食品産業めぐり」

〔1〕館林駅
　　　↓　　歴史ある駅舎そのものが構成文化財

〔2〕製粉ミュージアム
　　　↓　　製粉の最新技術と歴史、日本庭園をご覧ください

〔3〕正田記念館
　　　↓　　歴史的建造物と醤油などの醸造史を見学

〔4〕館林のうどん
　　　↓　　名産のうどんやナマズのてんぷらなどを味わう

〔5〕カルピスみらいのミュージアム
　　　↓　　館林市の発酵食品を中心とした産業を学ぶ

〔6〕和菓子店 ( 麦落雁・百年小麦商品 )
　　　↓　　「里沼」の麦を使った商品をお土産にどうぞ

〔7〕館林駅

里沼からの灌漑用水から土木工学の歴史を探るとともに、沼の景観と一
体化した素晴らしい芸術作品を体験することができます。

モデルコースＢ 「里沼の土木工学史とアートめぐり」

〔1〕館林駅
　　　↓　　館林ヒルズホテルでレンタサイクルの貸出あり

〔2〕大谷休泊の墓
　　　↓　　史跡を訪ねて休泊の功績と土木技術を知る

〔3〕多々良沼・逆川 ( 下休泊堀 )
　　　↓　　灌漑用水と四季折々の多々良沼の風景を感じる

〔4〕群馬県立館林美術館・レストラン
　　　↓　　現代アート見学のあとでワッフル専門店へどうぞ

〔5〕群馬県立多々良沼公園・内陸古砂丘 ( 彫刻の小径 )
　　　↓　　自然・地形と一体となった彫刻作品群

〔6〕多々良沼野鳥観察棟・多々良フレッシュファーム
　　　↓　　たたら製鉄の歴史と美味しいイチゴを味わう

〔7〕多々良駅

市内にある寺社や歴史的建造物を訪ね、城下町・館林が里沼の自然や地形
を巧みに利用して、都市へと発展してきた歴史を体験することができます。

モデルコースＣ 「里沼を活かす都市形成の足跡めぐり」

〔1〕館林駅
　　　↓　　明治期に旧城下町の最西端 (旧善導寺内 )に開通

〔2〕長良神社・織姫神社
　　　↓　　市内に残る数少ない城郭の名残をたどる

〔3〕館林市第一資料館
　　　↓　　旧館林城三の丸にある郷土資料館で歴史を学ぶ

〔4〕館林城跡・尾曳稲荷神社
　　　↓　　白狐築城伝説と館林城跡を歩く

〔5〕旧秋元別邸・川魚料理店
　　　↓　　趣きのある建築物と里沼のもてなし料理を味わう

〔6〕城沼・つつじが岡公園
　　　↓　　尾曳橋からの眺めや４Ｄシアターの映像を見学

〔7〕渡し舟乗船・善長寺・善導寺
　　　↓　　渡し船で沼を遊覧＆沼辺の古刹を訪ねる

〔8〕館林駅

市内３箇所にある日本遺産「里沼」展示コーナーをめぐることで、「里沼」
ストーリーとそれぞれの沼のもつ歴史・文化を深く知ることができます。

モデルコース D 「日本遺産「里沼」フルコンプの旅」

〔1〕城沼・つつじが岡公園 ( つつじ映像学習館 )
　　　↓　　４Dシアターで「里沼」映像を観覧後、展示を見学

〔2〕茂林寺・茂林寺沼湿原
　　　↓　　本堂の茶釜を見学したあとで湿原を散策

〔3〕多々良沼野鳥観察棟・多々良沼
　　　　　　多々良沼の歴史を知って、自然や景色を楽しむ

全体図中に印の無い 12・ 37・38は市内店舗でお召し上がりください

たてばやし
Minori

グルメサイト

各沼周辺のグルメ
情報が検索できます！

観光レンタサイクル「ぽんチャリ」
観光で市内を巡る方のために
自転車の貸出を行っています。
里沼周遊の際にはぜひご利用ください。
※貸出場所はマップ内のこのマークです。
☎︎ 0276-74-5233（市つつじのまち観光課）

ＡＲ里沼　※ＡＲ＝拡張現実

ＡＲ里沼はスマホを使って日本遺産
「里沼」を楽しむコンテンツです。
専用アプリ (COCOAR) をインストール
してご利用ください。※市内 10箇所。
☎ 0276-71-4111（市教育委員会文化振興課）
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つつじが岡ふれあいセンター
(レンタサイクル貸出 )

茂林寺商店街(参道前)
( レンタサイクル貸出 )

館林ヒルズホテル
(レンタサイクル貸出 )

県立多々良沼公園管理事務所
(レンタサイクル貸出 )

日本遺産「里沼」
展示コーナー
2 茂林寺本堂
6 野鳥観察棟
18 映像学習館


